
いきいき活動通信シニア団体

　シニア団体活動支援事業は、元気な高齢者が地域の活動に参加するきっかけをつくり、高齢者の社会参加と
自主的活動を促進し、高齢者の生きがいと健康づくりを目的としております。この広報誌では、年齢を感じ
させず、いきいきと活動している本事業登録団体をご紹介します。

No.9

東
日
本
吹
き
矢
倶
楽
部 

（
愛
称
：
健
康
吹
き
矢
の
会
）

市
町
村

郡
山
市
、
須
賀
川
市

会
員
数

63
名

連
絡
先

０
２
４
―
９
５
２

―
８
２
２
０（
代
表
宅
）
年
齢
構
成

55
歳
～
88
歳

活
動
内
容

吹
き
矢

活
動

場
所

日
時

（
岩
瀬
公
民
館
）

第
２
・
４
火
曜
日　

午
後
１
時
～
４
時

（
須
賀
川
市
大
東
公
民
館
）

第
２
・
４
木
曜
日　

午
後
１
時
半
～
４
時
半

（
大
槻
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

第
１
・
２
・
４
金
曜
日　

午
後
１
時
半
～
４
時

（
富
久
山
公
民
館
）

第
１
・
２
・
３
火
曜
日　

午
前
９
時
半
～
11
時
半

代
表
者

小
野
寺
哲
也

会　

費

各
教
室
に
よ
り
異
な
る

市
町
村

本
宮
市

会
員
数

10
名

連
絡
先

０
２
４
３
―
３
３

―
２
４
９
０（
代
表
宅
）
年
齢
構
成

67
歳
～
82
歳

活
動
内
容

日
本
舞
踊
（
新
舞
踊
）

活
動

場
所

日
時

本
宮
市
中
央
公
民
館

毎
週
火
・
木
曜
日

午
前
９
時
～
12
時
頃

代
表
者

辻
本
紀
扇（
つ
じ
も
と
き
せ
ん
）

会
費

応
相
談

〈
老
若
男
女
、
気
軽
に
楽
し
め
る

ス
ポ
ー
ツ
の
良
さ
を
広
め
て
い
き
た
い
〉

　

本
会
は
平
成
17
年
に
発
足
し
、
現
在

で
は
４
教
室
で
活
動
さ
れ
て
い
る
。
発

足
当
時
は
全
国
組
織
に
入
会
し
て
い
た

も
の
の
、
健
康
吹
き
矢
は
誰
で
も
・
い

つ
で
も
・
ど
こ
で
も
手
軽
に
楽
し
め
る

の
が
魅
力
の
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
た
め
、

会
員
み
ん
な
が
健
康
で
楽
し
く
費
用
を

抑
え
て
楽
し
め
る
よ
う
、
現
在
で
は

「
東
日
本
吹
き
矢
倶
楽
部
」
と
し
て
独

立
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

辻
本
流
紀
扇
会 

（
つ
じ
も
と
り
ゅ
う
き
せ
ん
か
い
）

〈
家
元（
代
表
）の
熱
い
思
い
と
共
に
〉

　

平
成
12
年
に
家
元（
代
表
）が
定
年
退

職
後
、
踊
り
と
共
に
生
き
て
き
た
人
生

を
そ
の
後
ど
う
生
か
し
て
い
こ
う
か
と

考
え
た
末
に
結
成
さ
れ
た
の
が
本
会
で

あ
る
。
週
２
回
、
３
時
間
の
練
習
中
の

家
元
に
よ
る
指
導
は
非
常
に
厳
し
い
。

し
か
し
、
会
員
の
皆
さ
ん
は
口
を
揃
え

て
「
踊
り
が
素
晴
ら
し
い
、
先
生
の
人

柄
が
あ
る
か
ら
こ
そ
」
と
話
さ
れ
る
。

ま
た
、
練
習
が
終
わ
れ
ば
家
元
・
会
員

の
境
界
は
な
く
楽
し
い
雰
囲
気
と
な

り
、
こ
こ
が「
辻
本
流
紀
扇
会
」の
良
さ

と
話
さ
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
あ
る
。

〈
新
舞
踊
を
通
し
て
届
け
た
い
こ
と
〉

　

今
い
る
メ
ン
バ
ー
で
じ
っ
く
り
と
新

舞
踊
を
や
っ
て
い
き
た
い
と
の
思
い
か

ら
新
し
い
会
員
の
入
会
は
基
本
受
け
て

は
い
な
い
が
、
施
設
等
訪
問
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
は
依
頼
が
あ
れ

ば
出
来
る
限
り
応
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

戦
後
の
苦
労
を
さ
れ
た
方
々
に
「
踊
り
」

を
通
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
て
い

き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
で
あ
る
。
自

分
た
ち
の
生
き
が
い
で
あ
る
「
踊
り
」

を
披
露
し
、
そ
れ
を
喜
ん
で
も
ら
え
る

こ
と
は
本
当
に
嬉
し
い
事
で
あ
り
、
今

後
も
会
員
の
身
体
の
許
す
限
り
続
け
て

い
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
問
合

せ
に
つ
い
て
は
、
代
表
ま
で
。

〈
基
本
動
作
を
大
切
に
〉

　

誰
で
も
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る

が
、
基
本
動
作
は
礼
に
始
ま
り
礼
に
終

わ
る
武
道
に
起
因
す
る
。
基
本
動
作
が

な
け
れ
ば
矢
は
的
ま
で
届
か
ず
、
し
か

し
動
作
を
し
っ
か
り
行
え
ば
思
っ
た
以

上
に
矢
は
届
く
。
的
に
当
た
る
爽
快
感

や
一
連
の
流
れ
の
中
で
無
心
に
な
れ
る

の
が
魅
力
で
あ
る
と
、
代
表
は
話
さ
れ

る
。
ま
た
、
吹
き
矢
を
通
し
た
新
し
い

世
界
で
仲
間
た
ち
と
の
交
流
も
大
事
な

部
分
で
あ
り
、
各
教
室
に
お
い
て
親
睦

会
や
旅
行
な
ど
も
実
施
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
。
入
会
に
つ
い
て
は
随
時
募
集

中
、
代
表
ま
で
連
絡
を
。

性別や年齢を問わずに楽しめる
のが魅力である。

６ｍ離れた場所から的を狙う。
想像以上に矢は飛ぶ。

家元（代表）の辻本紀扇さん。
若い頃は女優として活躍し、
地元に戻り公務員となられたが
踊りはずっと続けられてきた。

週２回の踊りの練習が、日々の生き
がいとなっていると話される。

本会の創始者である村上信さん（左）と
現在の代表である小野寺哲也さん（右）
が運営にあたる。

家元が振り付けを全て創作し、取材時
は市川由紀乃『はぐれ花』に併せて踊
られていた。



〈五月町親和会について〉
　ＪＲ福島駅前に位置し、発足から70年以上経過している町内会であり、
現在の加入世帯は188世帯。町内会圏域が広くない分、会員同士の結束も
強い。各種総会、防災訓練、商店街夏祭り、稲荷神社例大祭などを年間
通して行っている。昔ながらの寺町でどこに誰がいるかは知り得た仲で
はあるが、長く会の存続に努めていくため町内会未加入の人達にも多く
声を掛けていきたい。

〈いきいきももりん体操をとおして〉
　高齢化率も高くなった本会において、以前よりサロン活動等を行う前
に簡単な体操を参加者で行っていた。この体操の評判が良かったため、
体操に特化してやってみようと「いきいきももりん体操（福島市が介護
予防のための体操を選りすぐってまとめたもの）」のＤＶＤを流し、約40
分間参加者それぞれで体操を行い、終了後はそのまま解散するスタイル
をとった。各人の都合で
自主的に行うため、盆・
正月休みもない。自主的
なスタイルがかえって交
流が深まるいい機会と
なっている。

〈中央町会について〉
　福島市の西部に位置し、平成元年に591世帯の町会として発足された。現在で
は会員数が市内最大規模の町内会である。各事業部（総務部、生活安全部、環
境部、文化部、体育部）に分かれ、通常総会、登校児童の見守り活動、盆踊り
大会、ソフトボール大会などを行う。平成30年に発足30周年を迎え、今後さら
により多くの会員に町会としての活動を知ってもらい、更なる相互連携を深めて
いくこと、また、町内の安全は町民の力で守っていくことをメインに考えている。

〈住みたいまち№１の中央町を目指して〉
　相互連携を深めるため、今年度は町内会広報紙（ふれあい）
を４回発行予定。誌面に活動内容や町内パトロールの結果なども
載せ、独自の広報紙を通してより身近に町内会を知ってもらい
「住みたいまち№１の中央町を目指していきたい」という思いが
ある。本広報紙を未加入の町民にも配るなどして、新しい会員の
加入にも努めて
いきたいとのこ
とであった。

五 月 町 親 和 会

中 央 町 会

元気な町内会の活動報告（高齢者支え合いコミュニティ支援事業）

●発行元・問合せ先　社会福祉法人福島県社会福祉協議会　いきいき長寿課
　〒960－8141　福島市渡利字七社宮111番地　福島県総合社会福祉センター３階　TEL（024）524－2224　FAX（024）524－2228

毎週水曜日、午前10時からDVDを見なが
ら皆で体操を行う。終了後はそのまま解散。

（左）民生委員の小松伸子（こまつのぶこ）
さんと（右）事務担当の佐藤香邦（さとうよ
しくに）さんにお話を伺った。

毎月役員21名が集まり、話し合い
を行う。

上記のようなチラシを未加
入の町民へ投げ込みをし、
新規加入にも努めている。

町内会広報誌（ふれあ
い）。回覧版とともに
町民に配布。

　福島県では平成28年度から、元気な高齢者が身近な地域で社会活動に参加するきっかけをつくり、健康でいきいきと
生活している町内会の取組を支援しています。本年度の支援団体のうちから、いくつかの町内会をご紹介させて頂きます。

市 町 村 福島市
連 絡 先 ０２４―５２２―０９２２
町内会費 一世帯　7,200円（600円×12か月）
代　　表 会長　斎藤高紀
加入世帯数 188世帯 所属人数 514名

市 町 村 福島市
連 絡 先 ０２４―５３６―４６８２
町内会費 一世帯　3,000円
代　　表 会長　安達正紀
加入世帯数 1,660世帯 所属人数 5,000名


